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【目的】　新核種BMIPPは側鎖脂肪酸であるためβ
酸化を受けずに心筋に長くとどまることより，脂肪
酸代謝を反映しうるガンマカメラ心筋イメージング
剤として利用されている．一方，Tl心筋イメージン
グは，血流の評価としての有用性に加え再分布が有
ることより心筋Viabilityの評価にも応用されてい
る．今回，運動負荷BMIPPシンチグラムと運動負荷
TIシンチグラムとの間に有る集積乖離の意義を左室
造影と比較し，検討した．
【対象・方法】　AMI　12例にPTCAもしくはICTを施
行し，発症後5～6週に運動負荷シンチグラム及び
心臓カテーテル検査を施行した．心筋シンチグラム
所見はBull’seyemapを作成し評価した．左室造影
所見はAVD　Analayserを用いて解析した．
【結果】　負荷初期像においてBMIPPとTlのDefect
sizeがBMIPP・TIは7例あり，　BMIPP＞Tlは5例であっ
た．第5週における左室壁運動との比較ではBMIPP・
Tlの群及びBMIPP＞Tlの群においていずれもBMIPP欠
損部に壁運動低下が認められた．発症6カ月におけ
る左室壁運動との比較ではBMIPP・Tlの群では第5週
時と変化なかったが，BMIPP＞Tlの群では改善が認め
られた．
【結語】　BMIPPシンチグラムとTlシンチグラムの
Defect　sizeの差はMyocardial　stunningを表現して
いると考えられた，
症例は48歳女性。感冒症状が一週間持続した後、
全身倦怠感出現、呼吸苦も自覚し近医受診。両側
胸水および左房内腫瘍を疑われ、当院紹介された。
心臓超音波にて左房中隔に付着する粘液腫像を認
め、拡張期には二二は左室に陥入していた。左房
粘液腫の診断にて緊急手術施行し6．5×4．5×3　cm
の粘液腫を摘出した。病理診断はCardiac　Myxoma
であり、中型偏平、立法状のmyxpma　ce11が孤立
性～小集団～索状に増殖していた。摘出標本の断
端に腫瘍の浸潤を認めなかった。術前IL－6は
29．Opg／mlと高値であったが（正常値≦4pg／m1）、
摘出後正常化し、免疫グロブリンも術前は高値を
示したが次第に漸減した。術後経過は順調で、心
臓超音波にて左房内および中隔に腫瘍を認めず、
退院となった。術後10カ月にて外来IL－6、免疫
グロブリンの測定を行ったが、値の上昇は見られ
ず、心臓超音波にても腫瘍の再発は認められてい
ない。現在も尚、外来にて経過観察中である。以
前より粘液腫は自己免疫疾患との関連が示唆され
ていたが、近年粘液腫細胞に免疫調節物質が存在
し、それがIL－6である事が報告され、その抗体
産生誘導能等の機能の検討がなされている。今回
我々の症例でも術前に高値を示したIL－6が腫
瘍の摘出とともに正常化したことから、腫瘍より
IL－6が直接分泌されていることが強く疑われた。
またこのことより術後遠隔期の再発の指標として
IL－6を測定することは有用であると考えられた
ので報告する。
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